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し
た
。
今
色
々
と
厳
し
い
状
況
で
す

が
、
「
す
べ
て
の
武
器
を
歌
声
に
変

え
て
」
こ
れ
か
ら
も
粘
り
強
く
楽
し

く
歌
い
続
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
狭
石
啓
子
）

  piggies の二人 

12
月
２
日
（
土
）
北
区
滝
野
川
会

館
小
ホ
ー
ル
で
、
「
２
０
２
３
日
音

協
東
京
都
支
部
コ
ン
サ
ー
ト
・
届
け

た
い
私
の
歌
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
79
名
の
方
が
来
場
。
昨
年

よ
り
20
名
近
く
増
え
、
初
め
て
コ
ン

サ
ー
ト
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
も
21

名
と
、
私
た
ち
の
運
動
の
広
が
り
を

感
じ
る
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
。当

日
体
調
不
良
の
た
め
１
グ
ル
ー

プ
が
欠
席
し
、
７
グ
ル
ー
プ
が
出

演
。
第
一
部
は
都
支
部
が
音
楽
祭
で

演
奏
し
た
『
そ
の
旗
は
振
ら
な
い
』

か
ら
ス
タ
ー
ト
。
続
い
て
「
メ
イ
ウ

ィ
ン
ズ
」
は
安
定
し
た
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
聴
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
シ
ャ
ン

ソ
ン
の
「
寺
島
博
之
」
は
体
調
が
不

十
分
な
中
の
出
演
で
し
た
が
、
感
動

と
歌
い
続
け
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ

を
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。
３
番
手
の

「
う
い
み
ん
」
は
メ
ン
バ
ー
が
ア
レ

ン
ジ
し
た
曲
を
演
奏
。
飛
び
入
り
で

桑
原
隆
文
が
出
演
。
「
み
ん
な
で
歌

お
う
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
『
武
器
を
捨

て
て
』
を
会
場
の
皆
さ
ん
と
大
合

唱
。
「
メ
ロ
デ
ィ
ー
も
歌
い
や
す

く
、
楽
し
か
っ
た
」
と
好
評
で
し

た
。第

二
部
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
、

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
「p

ig
g
ie

s

」
。

笠
木
博
逸
さ
ん
の
遺
作
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
『
戦
争
な
ん
か
す
る
た
め

に
』
他
４
曲
を
演
奏
。
一
人
芝
居
の

「
お
だ
か
ず
や
」
は
自
作
自
演
で
コ

ン
ト
『
就
業
規
則
』
を
上
演
し
、
最

後
は
「
狭
石
啓
子
」
の
演
奏
で
し

た
。今

回
は
会
員
で
あ
る
常
盤
さ
ん

に
、
音
響
と
照
明
機
材
も
用
意
し
て

い
た
だ
き
、
と
て
も
気
持
ち
よ
く
演

奏
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
回

収
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
力
を
も

ら
っ
た
」
、
「
心
に
あ
た
た
か
い
勇
気

の
灯
を
も
ら
っ
た
」
「
楽
し
か
っ

た
」
な
ど
の
声
が
沢
山
寄
せ
ら
れ
ま

ういみん 

メイウィンズ

おだかずや 桑原隆文 寺島博之 

狭石啓子 ありがとう～ 歌い続けましょう!! 

オープニング

https://d.docs.live.net/0f8fb8d06d2bbc57/デスクトップ/%20http:/nichionkyou.org


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024年 1 月 1 日              音 楽 運 動              第 660 号（2） 

11
月
25
日
（
土
）
九
戸
教
育
会
館
に
て

「
は
た
音
い
わ
て
」
と
題
し
て
岩
手
の
働

く
者
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
下
で
取
り
組
め
な
か
っ
た
４
年
を

経
て
、
ど
ん
な
に
小
さ
い
形
に
な
ろ
う
と

も
ま
ず
は
一
歩
踏
み
出
そ
う
と
開
催
に
向

け
て
考
え
て
き
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で

活
動
が
制
限
さ
れ
て
き
た
た
め
、
思
う
よ

う
に
練
習
も
で
き
な
か
っ
た
人
も
、
一
人

１
曲
で
も
い
い
か
ら
発
表
し
、
交
流
を
メ

イ
ン
に
し
て
い
こ
う
と
計
画
し
ま
し
た
。 

 

自
分
の
作
っ
た
曲
を
発
表
し
た
人
、
会

員
以
外
の
人
と
つ
な
が
り
発
表
し
た
人
、

初
め
て
の
ギ
タ
ー
に
挑
戦
し
た
人
等
、
そ 

 
 

三田地昇二さん 

れ
ぞ
れ
の
色
を
出
し
た
発
表
と
な
り
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
シ
ン
グ
ア
ウ
ト
と
し
て
「
オ
ン
・

ザ
・
ロ
ー
ド
」「
大
き
な
橋
」「
レ
ッ
ツ
・

シ
ン
グ
・
ア
・
ソ
ン
グ
」
を
、
聞
き
に
来

て
く
れ
た
み
な
さ
ん
と
歌
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
人
数
が
多
か
っ
た
と
は
い
え

ま
せ
ん
が
、
ま
ず
一
歩
を
踏
み
出
し
た
コ

ン
サ
ー
ト
。
他
県
の
仲
間
に
参
加
を
募
る

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
次
回
に

向
け
て
「
新
し
い
曲
を
作
ろ
う
」「
も
っ
と

練
習
を
し
て
い
い
音
を
出
し
た
い
」
な
ど

次
へ
と
つ
な
が
る
想
い
を
膨
ら
ま
せ
た
コ

ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。 

  

（
佐
藤
幸
子
） 

 

 

歌
を
創
る
と
い
う
こ
と
④ 

日
音
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
映
像
を
観
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
３
面
に
概
要
を
掲
載
し
ま
し
た
。 

佐々木かな子さん 

みんなでパチリ！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024年 1 月 1 日  音 楽 運 動 第 660号（3） 

【歌を創るということ】④谷森駿さんに聞く

（ インタビュー要約）  2023年 10月 24日 

【イスラエル・パレスチナ戦争について】 

この２週間ほどショッキングな出来事が続いてい

て、ハマスからの攻撃に対するイスラエルの反撃

は、殲滅を掲げて大量虐殺にまで至っている。リア

ルタイムでその様子を見てきました。それに対し

て、世界各地でパレスチナ連帯のデモが行われてい

るのは心強いが、現地のガザの現状は地獄のような

ものだろう。この間、このことが頭から離れず、「歌

を創る」というテーマでインタビューをお受けした

が、このことから無関係な話はできそうにもない、

という感じです。

【幼少期から音楽に触れ、感じてきたこと、考えて

きたこと】

小さい頃から楽器に触れ、ピアノも習い、学校で

も歌ってはいたけれど、どちらかというと歌はあま

り好きじゃなかった。習い事にも違和感があった。

ピアノでもドラムでもやり出せば夢中になるんだけ

ど、何か、途切れない疑問があった。音楽ってなん

だろうと、ずっと考えていた。 

10 代後半、20 代ぐらいになると、音楽には垣根

とか壁があるんだ、音楽を一緒にやろうとしてもジ

ャンルが違うと理解し合えなかったりトラブルや喧

嘩にもなる。音楽は国境を越える、といわれるけ

ど、そうじゃないんじゃないか、という気がしてき

た。 

【現在の日本の音楽について思うこと】 

以前に日音協のセミナーでコードのことを話しま

したが、結局はコード理論は教会音楽をベースとし

た音楽理論と言ってほぼ間違いない。教会起源の合

唱は、ジェンダー的に問題がある。コード理論はと

ても良くできているが、主要三和音というシステム

には神と子と精霊というイメージがある。こういう

ことも意識しておいた方がいいと思います。 

色々な宗教、文化がある中で、現在の日本は西洋

音楽に偏り過ぎている。西洋音楽理論が絶対では全

くないということ。 

以前に日音協の新聞に書かせてもらったと思いま

すが、明治時代に日本にピアノが入ってくるまで、

日本には西洋音階もコード理論もなかった。それで

良かったのではないかと思うぐらい、今はごちゃご

ちゃな状態だと思う。自身、沖縄にしばらくいて、

沖縄の音楽に触れたことは大きかった。沖縄の三線

にはコード理論はない。アフリカの方たちとの出会

いも大きかった。残念なのは、パレスチナ、アラブ

の音楽表現はかじった程度の知識しかなく、もっと

勉強したいと思っている。 

【創作の原点】 ～音楽に潜む差別の構造～ 

日本語にはいろんなイントネーションがある。日

本語じゃないと思える言葉もある。方言を田舎の言

葉として見くだし、標準語を基本とするような考え

方って今の音楽の問題と同じでしょう。自民族、ま

たは自身の属する文化という意味での自文化中心主

義に陥ってはいないか。 

どんなイントネーションも等しく同じなんだし、

身分の上下を判断されるようなことではない。 

このような日本の中での差別の感覚は、それが大 

きく広がれば地球上の差別の構造となる。ヘイトス

ピーチも起きる。 

音楽で何かできるとしたら、音を楽しむこと、偏

狭なコード理論に捉われず、聞いたことのない音を

怖がらずにじっくり聴いてみる、それを楽しんでみ

る、ということだと思います。 

とはいえ、だからと言って、シオニストの方達が

「シオニズム万歳」のようなうたを創って歌ってい

たとしたら、それは聞きたくない。難しい問題で

す。 

【創作の原点】 ～オリジナリティーと独りよがり～ 

異文化、多文化共生とはよく言われるけど、現実

的には難しい。でも、音楽を通して他者に開かれて

いくことはできるのではないかと思う。 

ただ、これは自分への戒めでもあるけど、曲を創

るにあたって、いかに独りよがりにならないか、表

現が客観的であり、多くの人が楽しみ共有できるか

が、問題になってくる。なにが独りよがりかという

尺度を測ることは簡単ではありません。オリジナリ

ティが高いほど独りよがりということもあるかもし

れない。どのように他者に開かれていくのか、やは

り非常に困難な問題です。

少なくとも「私たちは日本人です」というような

強い思い込みをさせられていること、その強烈な幻

想に気づくことは必要だと思う。言い換えれば「日

本人」による自分中心主義、自文化中心主義という

ことだと思います。世の中がどんどん悪くなってい

る原因がここにあるような気がしている。 

【創作の原点】～大事にしたいこと、課題にしたい

こと～ 

肩書上、ピアニストとして活動してきちゃったけ

れど、ピアノという楽器はどこかおかしいんじゃな

いか、とずっと感じてきました。ピアノって西洋音

楽のど真ん中の楽器。 

トルコの音楽理論は、全音を９分割するような音

階だったりします。人の声はさまざまな言語を聞け

ば分かると思うのですが、本来はもっと繊細・微細

で、半音階だけでは表現できないようなものでしょ

う。考え方によっては、たった 12 個の鍵盤などそ

ういう意味ではメチャクチャ雑で乱暴な構造です。 

　以前面白い経験をしましたが、ピアノを教えていた

とき、ピアノの音程どおりに歌を歌えず完全 5 度上

で歌う子どもがいた。音痴でもなんでもなくてめち 

ゃめちゃ耳がいい子なんでしょう。その音程を「間

違っているよ」とか言っちゃったら音楽嫌いになっ

ちゃう。音楽をてらわず楽しむ子どもの様子にハッ

とさせられることは多い。 

【日音協へのメッセージ】 

パレスチナについて今一度考えて、今の現状を分

かった上で、これをどうやって止めていこうかとい

うとき、音楽で何ができて何ができないのかを考え

て、一人で考えないでみんなで考えて共有して議論

して、色んな知恵を出し合って、こんな曲にしたら

どうだろうか。大きな人数で、色んな人が意見を出

してやっていくことだと思う。一人でやっていると

ともすると独りよがりになってしまう。そういった

方向性でやっていければと思います。メッセージと

いうか、是非一緒に取り組んでいきましょうとお伝

えしたいです。        （聞き手：坂口美日） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024年 1 月 1 日              音 楽 運 動              第 660 号（4） 

「南風（ふぇーぬかじ）」② 
薩摩侵攻、琉球処分そして 

『命（ぬち）ど宝』   

沖縄県支部・平良昌史 

 はいさい！いい正月デービル。沖縄県

支部の平良です。ロシアがウクライナへ

の侵攻、中東でのイスラエルとイスラム

各国の紛争と、強国が周辺国を侵略した

り少数民族を迫害したりと、紛争から戦

争へと、住民虐殺と憎悪の連鎖が止まり

ません。沖縄はどうだったのでしょうか。 

沖縄は、12 世紀に「琉球王国」とし

て統一され海洋貿易で栄えました。その

富を狙い薩摩藩が 1609 年に琉球に侵

攻しました。そのときの国王が『戦世（い

くさゆ）や済（し）まち みるく世（ゆ）

ややがて 嘆（なじ）くなよ臣下 命（ぬ

ち）ど宝』と説きました。沖縄のこころ

『命（ぬち）ど宝』は民族が滅亡するの

を防ぐために生まれました。 

江戸時代には大和に裏から支配されて

きた琉球は、明治初期の 1871年に宮古

島民69人が遭難し台湾に漂着、うち54

人が現地住民に殺害されるという事件が

発生し、この事件を台湾侵略の足掛かり

にしようとした明治政府は琉球王国を琉

球藩とし、1879 年（明治 12 年）「琉

球処分」で沖縄県を強行設置、学校教育

を手はじめに「皇民化教育」の徹底、言

語、芸術、文化等の本土への従属、天皇

制国家への忠誠を誓わせる政策を進めま

した。政治・経済の分野は、薩摩藩時代

の諸制度を残し琉球差別と沖縄からの収

奪を続けました。大和から搾取され差別

され続けた沖縄。沖縄戦では本土防衛の

捨て石にされ、戦後は本土から切り捨て

られ、米軍統治時代に多大な人権侵害を

受け続けた沖縄。琉球民族の怒りは島ぐ

るみ闘争となり、平和憲法の下に返ろう

と本土復帰闘争となりました。 

これ以上の米軍統治は無理と判断した

アメリカは、日本政府と密約。沖縄は

1972 年に日本に復帰し沖縄県となり

ましたが、日米安保条約のもと、米軍基

地は返還されず、県民が望まないまま、

辺野古新基地建設が強行され、今また、

本土防衛の捨石として自衛隊の南西シフ

トが強行されています。大国に翻弄され

ながらもたくましく生きる私たちです。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日音協セミナー2024開催要項（その２） 
12月号で日音協セミナー開催要項（その１）要旨をお知らせ

しましたが、12月20日に「その２」が「日音協メーリングリ

スト」で配信されております。（A4で９枚） 

具体的なタイムスケジュール、参加申込書、ミニコンサート出

演申込など掲載しております。 

日音協HPにも掲載しておりますので、ぜひとも多くの方の参

加をお待ちしております。 

参加申込締切は、1月20日（土）13：00 です。 

nichion@yomogi.or.jp   FAX 03-6369-3057 

 

 

世界中が笑顔になりますように！ 

第１５回 笑顔笑顔のクリスマスコンサート開催される 
                 沖縄県支部・平良昌史 

 沖音協メンバーが事務局を担い、表記のコンサートを、昨年

12 月 17 日にパレットくもじ前のクリスマス広場で開催しま

した。沖音協が事務局を担い出演バンドを募集し実行委員会を

結成、那覇市の後援と那覇市職労等の協賛団体からの広告料で

経費を捻出して継続しています。  

 今回は毎年参加している団体および新規の出演者で 11 団

体･個人が参加しました。那覇市社会福祉協議会と連携、歳末助

け合いカンパの呼びかけを、各バンドの入れ替えの時間を利用

して、歳末ボランティアに協力している団体に、募金の呼びか

けをお願いしました。多くの皆様の協力のもと、今回も成功す

ることができました。感謝 

申し上げます。にふぇーで 

ーびる。  

継続は力です。連携する 

団体が増えていることにネ 

ットワークの広がりを感じ 

ています。いろいろなアイ 

デアが浮かんできます。 

絆を大切にし、世界中に 

笑顔があふれるよう、出来 

ることを一つひとつ担って 

いきます。 

 

「豊年祭」での平良さん（中央） 

サンレレ

ララバイ

の皆さん 

ガールスカウトの皆さん 

つながりを求めて 沖音協 

mailto:nichion@yomogi.or.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2024 年 1 月 1 日              音 楽 運 動              第 660 号（5） 

日音協福島県支部総会 
そば祭りと忘年会合わせて開催 

12 月 13 日、郡山市あぶくま台の小島さん宅をお

借りしての 2023 年福島県支部総会が開催された。 

当日はこの 20 年そば打ちを続け、この時期大変忙

しい高山さんがうった新そばを参加者と場所を提供

していただいた坂口さんとお母さんをお誘いしての

そば祭りから始まった。高山そば名人は信州のそば粉

を使った十割そばを午前中から準備。そばつゆもこだ

わりの自家製もので振舞われ、坂口さんやお母さんに

用意していただいた天ぷらもいただいての遅めの昼

食。小さいころから食べ過ぎて現在はアレルギーで食

べることができない菅井君を除いて全員で大変おい

しくいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

おなかを十分満たした後に総会を開催。全国総会の

報告を受けて今年の活動経過を確認。長岡音楽祭典や

８月から開始された原発事故汚染水放出を受け、いろ

いろな場面で私たちの音楽をアピールしてきた忙し

い一年をねぎらい合いました。特に３・11 ライブを

今年始めて取り組み（福島県支部は後援）、市民運動

の方々も含めた多くの人とのつながりも持つことが

できたことを実感した一年でした。 

来年の沖縄音楽祭への取り組みも確認した後、『N0 

Nukes Fukushima３・11 ライブ 2024』の取り組

みについて活発に意見が交わされ以下を決定しまし

た。  

●前日の３月 10 日（日）に県内や郡山で活躍する

音楽仲間の演奏と日音協福島・浪江町出身の井上さん

（震災・原発事故被害者で、語り部として活躍されて

いる）の話…郡山市中央図書館視聴覚室 

●３月 11 日(月)は二組の音楽ゲストを中心（新月

灯火・川口真由美さん・VJkin）…郡山市駅前ライブ

ハウス＃９（詳細は決まり次第別途お知らせします） 

総会終了後は東和町へ移動しての忘年会。宿泊場所

は大規模に農業経営されていて、作業体験などの宿泊

者が利用している農家民宿。大きい鳥エミューを４羽

飼育されていた。飲み物持ち込み自由の言葉に甘え持

ち込んだお酒と新鮮な野菜の料理で夜遅くまでの慰

労会となった。最後まで面倒見ていただいた宿のおか

みさんには大変ご迷惑をかけました（演奏を気に入っ

て加藤さんの「キャベツ」の入ったＣＤも購入する一

幕も）。一昨年に創られた県支部作品集で曲を選びな

がらギター３本の伴奏付き、有り余るお酒とワインを

堪能しながらの歌う会となり翌朝解散しました。 

尚、総会で確認された新役員体制は支部長：二階堂

、副支部長：大友、事務局長：菅井、事務局次長：南

條で全員留任。総会参加者は県支部７名、オブで坂口

さん。2024 年も宜しくお願いします。（南條善徳） 

 

 

高山さんの手打ちそばで腹ごしらえ 

飲んで歌ってご苦労様（農家民宿で） 

日音協秋田県支部総会 
活動を見つめなおし頑張ろう 

日音協秋田県支部第 37 回定期総会が、12 月 13

日、にぎわい交流館 AUにおいて開催された。村岡会

長が議長に選出され、総会の議事が進行された。冒頭

村岡会長から、「この一年思うように活動を進める事

ができなかったが、しっかり総括をした上で来年に向

けて頑張っていくので、引き続きご協力お願いしま

す」とあいさつがあった。 

下総事務局長より議案の提案、沓沢会計担当から会

計報告・予算案が読み上げられ、9 名の出席者により

活発な議論が行われた。 

主な発言としては、「会員や加盟労組への連絡・呼

び掛け方法について」「秋田県支部 HP の情報更新に

ついて」などがあり、①「連絡・呼び掛け方法につい

て」はメールで行っているが、既読されているかわか

るようなメーラーを使うか、電話での連絡も検討する

②「支部の HP について」は HP 管理者の藤原さんよ

り、古い記事がずっとそのままになっている。皆さん

からの写真や記事を頂ければ新しい情報として掲載

していくので、ご協力お願いします、と協力の呼び掛

けがあった。また、予算案の中で補足説明があり、会

議開催時、遠距離からの出席者に対し交通費を払って

いるが、その額について今後皆様に納得して頂けるも

のにしていきたいと提案があり、了解頂いた。最後に

役員の追加で、藤原さんを事務局員とする事を了承し

て、総会を締めくくった。 

総会後場所を居酒屋に移し、音楽祭当日に出来なか

った反省会を行い、総会とは別のメンバーも合流し、

交流を深めあった。                    （下総大） 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年 1 月 1 日              音 楽 運 動              第 660 号（6） 

▼
人
里
に
近
づ
い
た
ヒ
グ
マ
が
時
に

人
を
襲
い
農
作
物
を
荒
ら
す
。
駆
除

を
し
た
自
治
体
に
は
非
難
の
声
が
押

し
寄
せ
る
。
札
幌
市
内
で
１
頭
の
母

グ
マ
が
駆
除
さ
れ
た
際
、
市
に
は
批

判
の
声
が
殺
到
し
た
。「
母
グ
マ
が
駆

除
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
心
を
痛
め

る
人
間
も
い
る
。
人
間
の
心
を
傷
つ

け
な
い
よ
う
に
ク
マ
を
駆
除
し
な
い

対
策
を
し
て
ほ
し
い
」「
人
に
何
も
危

害
を
加
え
て
い
な
い
母
グ
マ
は
駆
除

し
な
い
で
、
山
に
帰
し
て
あ
げ
て
い

た
だ
け
た
ら
と
無
念
で
た
ま
り
ま
せ

ん
」。
１
カ
月
半
ほ
ど
の
間
に
寄
せ
ら

れ
た
意
見
は
６
５
０
件
を
超
え
、
一

日
だ
け
で
２
４
０
件
ほ
ど
に
上
る
日

も
あ
っ
た
と
い
う
▼
駆
除
も
保
護
も

ど
ち
ら
の
言
い
分
も
も
っ
と
も
だ

が
、
被
害
に
遭
っ
た
か
ど
う
か
で
意

見
は
分
か
れ
る
▼
と
こ
ろ
で
、
こ
れ

が
哺
乳
類
で
な
く
爬
虫
類
や
毛
虫
、

ゴ
キ
ブ
リ
だ
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
何
万
羽
も

の
鶏
が
殺
処
分
さ
れ
た
。
狂
牛
病
の

時
は
ど
う
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
可
愛

そ
う
と
い
う
よ
り
コ
ワ
イ
だ
ろ
う
▼

日
本
に
お
い
て
自
治
体
に
よ
る
ペ
ッ

ト
（
犬
猫
）
の
殺
処
分
頭
数
は
少
な

く
な
く
、
飼
い
主
側
の
や
む
を
得
な

い
事
情
か
ら
自
治
体
で
引
き
取
る
場 

合
が
多
い
。
ど
っ
ち 

に
し
ろ
人
間
の
都
合 

だ
▼
人
間
社
会
で
消 

え
な
い
、
肌
の
色
で 

差
別
す
る
の
と
通
ず 

る
よ
う
な
気
が
す 

る
。 

                                                                              

 

   

 

     

 

    

   

                          

（174） 

飯島貞親 

▼今回も基本 10.5 ポイントで編

集しましたが、原稿も多く 10 ポ

イントのところもあります。▼ま

たスペース不足で、茨城県支部報

告がこの欄となってしまいまし

た。申し訳ありません。 （佐藤） 

▼日音協茨城県支部は 12 月 16

日から 17 日にかけて、日立市で

支部合宿を開催、17日には支部総

会も開催しました。日程の一部だ

け参加した人も含めて７人が参加

しました。合宿では連合春闘集会

などの曲の練習に加えて、初めて

男声４部合唱にチャレンジしまし

た。▼支部総会では、第 55 回は

たらくものの音楽祭、連合茨城集

会など、日音協中央の各種活動、

各サークルの活動、組織強化と会

員の拡大について議論、提案通り

活動方針を決定しました。市川信

義会長、金田光弘事務局長（いず

れも再任）などの役員を選出して

総会を終了しました。（松本敏之） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
参
加
者
】
鈴
木
、
イ
サ
さ
ん
、 

 

ス
ー
さ
ん
、
モ
ッ
チ
ー
、
周
平
さ

ん
、
達
哉
、
森 

 
 

 
計
７
名 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
一
週
間
寝

込
ん
で
、
今
日
か
ら
や
っ
と
行
動

開
始
。
経
産
省
前
の
行
動
か
ら
坂

を
上
っ
て
き
た
守
屋
さ
ん
は
、
体

調
が
悪
い
と
の
こ
と
で
、
そ
の
ま

ま
帰
っ
た
。
先
週
は
風
邪
の
と
こ

ろ
を
お
し
て
茱
萸
坂
で
歌
っ
て
く

れ
て
い
た
と
報
告
に
あ
っ
た
。
あ

り
が
と
う
。
さ
あ
、
フ
ェ
ン
ス
に

横
断
幕
を
取
り
付
け
た
し
、
歌
い

始
め
よ
う
。 

ま
ず
は
ス
ー
さ
ん
の
『
羽
ば
た

け
憲
法
９
条
』
を
鈴
木
さ
ん
が
リ

ク
エ
ス
ト
。
小
型
ア
ン
プ
を
持
っ 

茱
萸
坂
う
た
行
動 

12
／
８
（
４
９
５
回
）
報
告  

Ｒ
ｉ
ｃ
ｏ 

  

 

て
来
て
く
れ
て
い
て
、
マ
イ
ク
を

ま
わ
す
。
続
け
て
『
あ
た
り
ま
え

の
地
球
』
を
皮
切
り
に
、
鈴
木
さ

ん
の
歌
詞
カ
ー
ド
に
沿
っ
て
順
々

に
歌
う
。『
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
私

た
ち
が
決
め
る
』
『
明
日
を
殺
す

な
』『
前
へ
』『
あ
な
た
に
届
け
と
』

『
双
葉
の
秋
』
。 

原
子
力
規
制
委
が
、
柏
崎
刈
羽

原
発
の
運
転
禁
止
命
令
の
解
除
に

向
け
て
検
討
し
て
い
る
と
の
報
道

が
あ
っ
た
。「
北
の
脅
威
と
か
煽
る

け
ど
、
そ
っ
ち
側
に
ご
っ
そ
り
原

発
並
ん
で
い
る
よ
ね
」「
今
ど
き
は

サ
イ
バ
ー
攻
撃
や
ド
ロ
ー
ン
戦
。

ひ
と
つ
原
発
に
落
ち
れ
ば
日
本
は

終
わ
り
。
」
「
避
難
訓
練
な
ん
て
や

っ
て
い
る
け
れ
ど
、
ア
タ
マ
抱
え 

て
し
ゃ
が
め
ば
助
か
る
の
？
」

等
々
、
話
し
始
め
る
と
止
ま
ら
な

い
。 茨

城
で
市
役
所
の
イ
ベ
ン
ト
に

車
で
突
っ
込
ん
だ
男
性
は
24
年

前
の
東
海
村
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
で

被
曝
し
た
被
害
者
だ
っ
た
の
だ

と
、
ス
ー
さ
ん
と
イ
サ
さ
ん
が
教

え
て
く
れ
た
。
年
齢
か
ら
見
る
と
、

20
代
の
お
わ
り
頃
に
事
故
に
あ

っ
た
計
算
だ
。
若
く
て
人
生
楽
し

い
盛
り
か
ら
、
か
ら
だ
の
不
調
を

抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
そ

し
て
そ
の
因
果
関
係
を
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
の
か
。「『
原
発
さ
え
な

け
れ
ば
』、
こ
の
人
の
人
生
違
っ
て

い
た
だ
ろ
う
ね
」
と
ス
ー
さ
ん
。

本
当
に
、『
原
発
さ
え
な
け
れ
ば
』

の
言
葉
が
重
い
。 

周
平
さ
ん
が
到
着
。
今
日
の
メ

イ
ン
は
パ
ン
フ
ル
ー
ト
。「
ハ
ー
モ

ニ
カ
と
逆
で
、
左
側
が
高
い
音
に

な
る
か
ら
や
や
こ
し
い
」
と
言
い

な
が
ら
吹
き
鳴
ら
し
て
く
れ
た
。 

い
っ
た
い
い
く
つ
の
楽
器
を
使
い

こ
な
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
。
す
ご

い
な
。
モ
ッ
チ
ー
も
到
着
。
久
し

ぶ
り
に
モ
ッ
チ
ー
の
『
ろ
く
で
な

し
』
が
聞
き
た
い
。
鈴
木
さ
ん
の

歌
詞
カ
ー
ド
の
束
に
、
な
ん
と
歌

詞
が
あ
っ
た
。
メ
ロ
デ
ィ
も
う
ろ

覚
え
だ
っ
た
が
、
３
番
こ
ろ
に
は

思
い
出
し
た
。
伴
奏
ご
ち
ゃ
ご
ち

ゃ
し
て
ご
め
ん
な
さ
い
。 

鈴
木
さ
ん
の
ア
ン
プ
の
お
か
げ

か
、
今
日
は
達
哉
が
マ
イ
ク
を
持

た
せ
て
も
ら
っ
て
よ
く
歌
っ
た
。

沖
縄
の
歌
も
次
々
リ
ク
エ
ス
ト
し

て
き
て
、
ギ
タ
ー
も
〝
な
ん
ち
ゃ

っ
て
ギ
タ
ー
〟
で
よ
く
鳴
ら
し

た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
長
か
っ

た
け
れ
ど
、
す
っ
か
り
調
子
を
取

り
戻
し
た
感
じ
だ
。 

 

周
平
さ
ん
も
体
調
が
イ
マ
イ
チ

だ
と
い
う
。
今
年
の
風
邪
は
長
い

ら
し
い
。
み
ん
な
気
を
つ
け
て
、

無
理
し
な
い
で
歌
い
続
け
よ
う

ね
。 

 




